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６
月
17
日
、
大
阪
南
港
埋

め
立
て
地
に
あ
る
セ
ル
石
、

宇
部
波
止
で
、
大
島
製
作
所

（
Ｏ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
）
が
主
催
す

る
「
２
０
１
８
年
黒
鯛
（
チ

ヌ
）
落
し
込
み
初
心
者
講
習

会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
竿
、
リ
ー

ル
、
玉
の
柄
、
仕
掛
け
類
、

救
命
具
等
の
釣
り
道
具
も
全

て
レ
ン
タ
ル
品
が
用
意
さ

れ
、
釣
り
が
初
め
て
の
人
で

く
伸
び
た
と
い
う
。「
近
畿
大

学
文
化
会
釣
部
釣
友
会
」
の

部
員
数
の
構
成
は
１
年
が
15

名
、
２
年
が
０
名
、
３
年
が

６
名
、
４
年
が
７
名
と
な
っ

て
い
る
。

　
「
近
畿
大
学
文
化
会
釣
部

釣
友
会
」
部
長
に
話
を
聞
く

尾
を
釣
っ
た
と
い
う
人
も
い

る
な
ど
、
釣
り
場
の
釣
況
も

良
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

何
と
か
参
加
者
に
釣
っ
て

も
ら
お
う
と
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
も
参
加
者
に
付
き
っ
き

り
で
仕
掛
け
の
落
し
方
、
ア

タ
リ
の
見
分
け
方
等
、
釣
り

方
の
コ
ツ
等
も
熱
心
に
教
え

て
い
た
。
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受

け
な
が
ら
、
参
加
者
も
夢
中

で
釣
り
を
続
け
て
い
た
。

　

10
時
頃
に
一
旦
本
部
に
集

合
し
、
釣
果
等
の
情
報
交
換

が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
参
加

　

調
査
の
結
果
、
今
回
取
材

し
た
８
校
の
内
、
７
校
で
部

員
数
が
増
加
し
て
い
た
。
学

生
数
が
減
少
す
る
大
学
も
多

い
と
言
わ
れ
る
中
、
釣
り
ク

ラ
ブ
等
の
人
数
が
増
え
て
い

る
大
学
が
あ
る
と
い
う
だ
け

で
も
注
目
さ
れ
る
現
象
だ
。

　

そ
の
中
で
も
特
に
注
目
さ

れ
る
の
が
、
福
岡
県
に
あ
る

九
州
工
業
大
学
の
「
九
工

大
釣
り
サ
ー
ク
ル
」
だ
。

「
九
工
大
釣
り
サ
ー
ク
ル
」

の
現
在
の
部
員
数
は
83
名

（
２
０
１
８
年
５
月
）。
こ

の
部
員
数
の
多
さ
に
も
驚

く
が
、
こ
こ
数
年
の
増
加

数
に
も
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
る
。
平
成
29
年
度
の
部
員

数
は
44
名
、
28
年
度
は
僅
か

５
名
だ
っ
た
。
こ
れ
だ
け
部

員
数
が
増
加
し
た
要
因
に
つ

ィ
ッ
シ
ン
グ
」
と
し
て
捉

え
、
こ
の
釣
り
を
多
く
の
人

に
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、

毎
年
、
講
習
会
や
釣
り
大
会

を
行
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
講
習
会
に
は
18
名

が
参
加
。
20
代
男
性
な
ど
、

若
年
層
の
参
加
も
あ
っ
た
ほ

か
、
女
性
の
参
加
も
あ
っ

た
。
講
習
会
で
釣
り
を
教
え

る
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
Ｏ

ｌ
ａ
ｎ
ｄ
の
テ
ス
タ
ー
７
名

が
担
当
し
た
。

　

当
日
、
午
前
７
時
に
大
阪

府
堺
市
に
あ
る
漁
港
の
と
れ

と
れ
市
場
前
に
集
合
。
は
じ

め
に
、
大
島
製
作
所
の
工
場

長
・
大
島
伸
介
氏
よ
り
当
日

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
が
説
明

さ
れ
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
紹
介
、
大
島
社
長
の
挨
拶

が
あ
り
、
座
学
で
の
釣
り
教

因
と
し
て
は
、
先
輩
部
員
の

積
極
的
な
勧
誘
や
釣
り
に
関

心
が
あ
る
新
入
生
の
増
加
等

を
挙
げ
て
い
る
。

　
「
岡
山
県
立
大
学
釣
り
サ

ー
ク
ル
」
で
は
、
現
在
の
部

員
数
が
19
名
で
、
28
年
度
の

５
名
か
ら
14
名
増
加
し
て
い

る
。
ま
た
、「
琉
球
大
学
フ
ィ

ッ
シ
ン
グ
部
」
で
は
、
26
年

度
の
部
員
数
８
名
に
対
し
、

29
年
度
は
13
名
と
な
り
増
加

し
た
。
ほ
か
、
部
員
の
ほ
と

ん
ど
が
ル
ア
ー
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
を
行
う
学
生
で
構
成
さ
れ

て
い
る
と
い
う
同
志
社
大
学

の
「
同
志
社
大
学
釣
り
研
究

会
」
等
で
部
員
数
が
増
加
し

て
い
る
。

　

今
回
の
取
材
で
部
員
数
が

減
少
し
て
い
る
と
回
答
し
た

の
は
「
東
京
海
洋
大
学
釣
り

研
究
同
好
会
（
部
員
数
27

名
、
昨
年
度
よ
り
12
名
減

少
）」
で
、部
員
数
減
少
の
要

因
を
「
今
年
か
ら
部
費
を
納

め
な
け
れ
ば
正
式
な
部
員
と

し
て
カ
ウ
ン
ト
し
な
く
な
っ

た
た
め
」
と
し
て
い
る
。

　

今
回
の
調
査
結
果
を
見
る

と
、
今
の
大
学
生
は
釣
り
に

対
し
て
、
何
ら
か
の
魅
力
を

感
じ
て
い
る
人
が
全
国
的
に

多
い
と
い
う
事
が
言
え
そ
う

だ
。
そ
の
魅
力
の
１
つ
と
し

て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普

及
に
よ
り
、
学
生
の
間
で
も

ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

サ
ー
ビ
ス
が
盛
ん
に
な
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

誰
で
も
容
易
に
釣
果
写
真
や

動
画
等
を
発
信
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
事
。
ま
た
、
そ
の

反
響
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
釣
界

に
と
っ
て
明
る
い
話
題
だ
。

今
後
の
釣
り
人
口
拡
大
に
向

け
、
さ
ら
な
る
若
年
層
の
釣

り
人
増
加
を
期
待
し
た
い
。

尼
崎
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
で
行
わ

れ
る
初
級
者
で
も
楽
し
く
参

加
で
き
る
「
ク
ロ
ダ
イ
落
し

込
み
釣
り
大
会
」
へ
の
参
加

も
呼
び
か
け
ら
れ
た
。
記
念

撮
影
の
後
、
盛
況
の
内
に
13

時
頃
イ
ベ
ン
ト
は
終
了
と
な

っ
た
。

　

最
後
に
大
島
社
長
に
こ
の

講
習
会
に
つ
い
て
話
を
伺
っ

た
。

　
「
私
が
チ
ヌ
の
落
し
込
み

釣
り
を
は
じ
め
た
頃
、
１
年

や
っ
て
も
全
く
釣
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
こ
で
、
あ
る
方

に
指
導
し
て
頂
い
た
の
で
す

が
、
指
導
後
に
２
回
目
の
釣

行
で
45
㎝
の
チ
ヌ
を
釣
る
こ

　

こ
こ
数
年
、全
国
的
に
大
学
生
の
釣
り
ク
ラ
ブ
等
へ
の
参
加
が
増
え
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。そ
こ
で
弊
紙
で
も
独
自
に
各
大
学
の
部
員
数
の
増
減
を
調
査
し
た
。

今
回
、
取
材
に
協
力
し
て
頂
い
た
大
学
は
東
北
大
学
、
東
京
海
洋
大
学
、
同
志
社
大

学
、
近
畿
大
学
、
広
島
修
道
大
学
、
岡
山
県
立
大
学
、
九
州
工
業
大
学
、
琉
球
大

学
。
調
査
の
結
果
、
部
員
数
は
実
際
に
増
加
傾
向
だ
と
言
え
る
事
が
分
か
っ
た
。

も
気
軽
に
参
加
で
き
る
ク
ロ

ダ
イ
の
落
し
込
み
釣
り
講
習

会
で
、
同
社
が
15
年
程
続
け

て
い
る
イ
ベ
ン
ト
だ
。

　

大
島
製
作
所
（
Ｏ
ｌ
ａ
ｎ

ｄ
）
は
ク
ロ
ダ
イ
の
落
し
込

み
釣
り
を
「
簡
単
な
仕
掛
け

で
、手
軽
に
安
く
、真
昼
で
も

釣
る
事
が
で
き
る
ゲ
ー
ム
・

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
で
、

自
然
と
対
話
が
で
き
る
夢
の

あ
る
釣
り
、
ロ
マ
ン
オ
ブ
フ

と
「
今
年
の
新
入
部
員
は
釣

り
が
好
き
で
も
と
も
と
釣
り

を
や
っ
て
い
た
人
が
多
く
入

部
し
た
形
で
す
が
、
初
心
者

も
数
名
い
ま
す
。
部
員
に

は
、
釣
行
の
動
画
等
を
撮
っ

て
ネ
ッ
ト
で
配
信
し
た
い
人

も
多
く
、学
生
の
間
で
は
、そ

う
い
っ
た
ニ
ー
ズ
も
あ
る
と

思
い
ま
す
」
と
部
員
数
増
加

の
要
因
に
つ
い
て
話
し
た
。

　

ほ
か
、
部
員
数
が
増
加
傾

向
に
あ
る
と
回
答
し
た
大
学

は
、「
東
北
大
学
つ
り
同
好

会
」
で
現
在
の
部
員
数
は
69

名
、
28
年
度
の
60
名
か
ら
９

名
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
要

者
は
ま
た
、
釣
り
場
へ
移
動

し
釣
り
を
続
け
た
。
最
初
は

付
き
っ
切
り
で
レ
ク
チ
ャ
ー

を
受
け
て
い
た
参
加
者
も
講

習
会
の
終
盤
に
は
、
単
独
で

釣
り
場
を
回
る
な
ど
、
釣
り

が
上
達
し
て
い
た
。

　

正
午
に
実
釣
講
習
が
終

了
。
こ
の
講
習
会
で
は
ミ
ニ

釣
り
大
会
も
兼
ね
て
行
わ
れ

て
お
り
、
12
時
か
ら
ミ
ニ
釣

り
大
会
の
検
寸
と
表
彰
式
が

行
わ
れ
た
。

　

結
果
は
、
50
㎝
の
ク
ロ
ダ

イ
を
は
じ
め
、
40
㎝
超
の
キ

ビ
レ
等
も
あ
り
、
全
体
で
合

計
７
尾
の
釣
果
と
な
っ
た
。

　

ま
ず
、
釣
果
の
あ
っ
た
４

名
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ

う
な
状
況
で
の
釣
果
だ
っ
た

の
か
、
釣
っ
た
ポ
イ
ン
ト
と

ア
タ
リ
方
、
ア
タ
リ
の
あ
っ

た
タ
ナ
、
使
用
し
た
エ
サ
や

そ
の
大
き
さ
等
の
発
表
が
行

わ
れ
た
。そ
の
後
、入
賞
者
に

賞
品
が
贈
ら
れ
た
。
表
彰
後

は
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
も
行
わ

れ
、
参
加
者
全
員
に
賞
品
が

贈
ら
れ
、
イ
ベ
ン
ト
は
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
。
ま
た
、

表
彰
式
で
は
、
７
月
８
日
に

い
て
同
サ
ー
ク
ル
の
部
長
は

「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
の
影
響
で
釣
り
に
興
味
の

あ
る
学
生
は
多
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
釣
り

に
興
味
の
あ
る
学
生
に
レ
ン

タ
ル
釣
具
を
用
意
し
、
初
心

者
向
け
の
釣
り
講
習
会
等
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

学
生
に
は
料
理
に
興
味
の
あ

る
人
も
多
い
で
す
。
釣
り
講

習
会
の
ほ
か
、
魚
の
料
理
教

室
等
も
行
っ
て
い
る
の
で
部

員
が
増
え
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
た
。

　

九
工
大
釣
り
サ
ー
ク
ル
で

は
、
釣
り
に
熱
心
な
部
員
が

初
心
者
の
部
員
に
釣
り
の
レ

ク
チ
ャ
ー
を
行
う
な
ど
、
部

内
の
雰
囲
気
も
良
い
と
い

う
。
月
１
回
程
度
は
全
員
参

加
の
釣
行
を
企
画
し
活
動
を

活
発
に
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
近
畿
大
学
の
「
近

畿
大
学
文
化
会
釣
部
釣
友

会
」
で
は
、
今
年
春
入
学
の

１
年
生
が
15
名
入
部
し
、
部

員
数
が
28
名
と
な
り
、
大
き

室
が
行
わ
れ
た
。

　

釣
り
教
室
で
は
、
釣
り
が

初
め
て
の
人
で
も
分
か
り
や

す
い
よ
う
に
イ
ラ
ス
ト
の
描

か
れ
た
冊
子
が
用
意
さ
れ
、

テ
ス
タ
ー
の
岡
山
氏
が
、
ク

ロ
ダ
イ
の
落
し
込
み
釣
り
の

道
具
や
エ
サ
、
ア
タ
リ
の
出

方
や
ア
ワ
セ
方
等
、
釣
り
方

に
関
す
る
一
連
の
説
明
を
行

っ
た
。

　

そ
の
後
、
夢
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
渡
船
で
、
釣
り
場
へ
移
動

し
、実
釣
講
習
が
行
わ
れ
た
。

　

実
釣
で
は
、
２
―
３
名
の

参
加
者
に
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
が
１
名
付
き
、
広
大
な
波

止
を
釣
っ
て
歩
い
た
。
釣
り

場
に
は
、
講
習
会
の
参
加
者

以
外
に
も
多
数
の
釣
り
人
が

ク
ロ
ダ
イ
の
落
し
込
み
釣
り

を
し
て
お
り
、
数
時
間
で
７

と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
う
い

っ
た
経
験
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
こ
の
講
習
会
を
は
じ
め

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
大
阪

湾
で
は
チ
ヌ
の
放
流
等
も
盛

ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
魚
の

数
も
増
え
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
チ
ヌ
の
落
し
込

み
釣
り
は
、
身
近
な
釣
り
場

で
大
き
な
魚
を
手
軽
に
釣
る

こ
と
も
可
能
で
す
の
で
、
こ

の
夢
や
ロ
マ
ン
を
多
く
の
人

に
体
験
し
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
も
で
き
る
限

り
、
こ
の
講
習
会
を
続
け
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」

大島製作所「初心者講習会」開催

チ
ヌ
落
し
込
み
釣
り
の
ロ
マ
ン
伝
え
る

講習会を15年継続。若年層や女性の参加も増加

大阪府南港のセル石、宇部波止で行われた大島製作所（Oland）の
「2018 年黒鯛（チヌ）落し込み初心者講習会」の集合写真

座学の講習では、道具の説明や
釣り方のコツ等もレクチャー

初心者向けに仕掛けのセッティ
ング等も丁寧に説明

宇部波止での釣りの様子

良型も釣れ、講習会は
盛り上がった

大学の釣り部員数増減
大学名 部・サークル名 部員数 増減
東北大学 東北大学つり同好会 69

東京海洋大学 東京海洋大学釣り研究同好会 27

同志社大学 同志社大学釣研究会 31

近畿大学 釣部釣友会 28

広島修道大学 サーフキャスティング同好会 約 30

岡山県立大学 釣りサークル 19

九州工業大学 九工大 釣りサークル 83

琉球大学 琉球大学フィッシング部 13（昨年）

大
学
の
釣
り
部
、釣
り
サ
ー
ク
ル
部
員
数
を
独
自
調
査

大
学
生
に
釣
り
ブ
ー
ム
到
来
？

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
シ
ョ
ー
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
２
０
１
９

出
展
募
集
開
始
。申
込
み
締
切
り
は
８
月
31
日

　

来
年
２
月
１
―
３
日

に
、
大
阪
市
住
之
江
区
の

「
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪

６
号
館
A
・
B
ゾ
ー
ン
、

３
号
館
、４
号
館
」で
開
催

さ
れ
る
大
阪
釣
具
協
同

組
合
主
催
の
「
第
56
回
フ

ィ
ッ
シ
ン
グ
シ
ョ
ー
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
２
０
１
９
」
の

出
展
申
込
み
が
開
始
し

た
。
申
込
み
締
め
切
り
は

８
月
31
日（
金
）と
な
る
。

　

こ
の
「
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

シ
ョ
ー
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
」
は
９

年
連
続
で
、
３
日
間
の
合
計

来
場
者
数
が
５
万
人
を
超
え

る
国
内
最
大
規
模
の
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
シ
ョ
ー
だ
。

　

こ
の
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
シ
ョ

ー
は
釣
り
用
品
お
よ
び
こ
れ

に
関
連
す
る
商
品
を
幅
広
く

展
示
し
、
市
場
の
動
向
を
明

確
に
表
現
す
る
こ
と
で
、
関

係
す
る
業
者
と
ユ
ー
ザ
ー
と

の
間
の
情
報
交
換
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
。
あ
わ
せ
て
、

（
金
）は
、終
日
業
者
商
談
日

と
な
り
、
釣
具
店
、
釣
具
卸

店
、
関
連
業
者
が
ゆ
っ
く
り

と
商
談
で
き
る
。
新
製
品
を

含
む
製
品
の
説
明
、
受
注
の

場
と
し
て
活
用
で
き
る
。
ま

た
、
新
製
品
に
注
目
す
る
雑

誌
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
多

く
の
メ
デ
ィ
ア
も
集
ま
る
。

　

２
月
２
日
（
土
）、
３
日

（
日
）
は
一
般
公
開
日
と
な

り
、
２
０
１
９
年
の
新
製

品
、
メ
デ
ィ
ア
で
し
か
み
ら

釣
り
人
口
の
底
辺
拡
大
と
、

釣
り
マ
ナ
ー
の
向
上
、
環
境

保
全
マ
イ
ン
ド
の
高
揚
や
釣

り
文
化
の
継
承
の
場
と
し
て

活
用
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

　

今
回
も
前
回
に
引
き
続
き

展
示
ス
ペ
ー
ス
を
６
号
館

Ａ
・
Ｂ
ゾ
ー
ン
と
３
号
館
を

利
用
し
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー

ス
は
４
号
館
を
使
用
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
て
い
る
。

　

開
催
初
日
の
２
月
１
日

れ
な
い
釣
り
用
品
、
は
じ
め

て
知
る
釣
り
用
品
等
を
目
的

に
、
多
く
の
釣
り
フ
ァ
ン
が

来
場
す
る
。

　

ま
た
、
体
験
型
イ
ベ
ン
ト

も
人
気
で
、
次
世
代
の
釣
り

人
育
成
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
か

ら
シ
ニ
ア
層
ま
で
会
場
で
楽

し
め
る
内
容
が
毎
回
企
画
さ

れ
て
い
る
。
釣
り
用
品
を
見

て
楽
し
み
、
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
て
楽
し
む
と
い
う
相
乗

効
果
に
よ
り
来
場
者
の
滞
在

時
間
が
長
い
こ
と
も
同
シ
ョ

ー
の
特
長
と
な
っ
て
い
る
。

　

問
い
合
わ
せ
先
は
、
大
阪

釣
具
協
同
組
合
（
☎
０
６

・
６
５
３
１
・０
９
８
７
）。




